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北海道には全国の草地の81%に当たる53万ha.

の草地があるが、牧草地の内外には多くの外来

雑草が見られる。これらの外来雑草の多くは牧

草種子とともにわが国に持ち込まれたもので、

エゾノギシギシのように全国的に草地の強害雑

草となっているものもある。近年、わが国には

飼料をはじめ多くの農産物が諸外国から輸入さ

れるようになり、乙れに伴って新たな雑草が持

ち込まれ、中には草地・飼料作物に大きな被害

を与え問題となっているものもある4)。

乙れらの外来雑草がどのようにして分布を広

げ、北海道の草地に定着していくかを明らかに

する乙とは、雑草の生態的防除の面から重要な

問題であると同時に、逆の立場からすれば、諸

外国から新たな草種、品種を導入し北海道に定

着させる場合の指標ともなりうる。

コウリンタンポポ (Hieraciumaurαηtiac-

ている乙と、花茎の先端に10個程度の頭状花が

まとまって着く ζ と、ほふく茎によっても盛ん

に繁殖する点が異なる。

北海道におけるコウリンタンポポの分布につ

いては、 1974年の鈴木による調査5)によれば、

道北において広く分布し、内陸には徐々に南下

する形をとり、海岸線は日本海側とオホーツク

海側はほぼ全域にわたっているとされている。

札幌市内においてもコウリンタンポポの分布が

報告されており 1，2)、北海道農業試験場内にお

いても当場の鈴木 悟が、 1992年にワラビの優

占する放牧草地内でコウリンタンポポを発見し

ており、コウリンタンポポの分布は確実に広が

っていると見られる。

今回手始めに、コウリンタンポポが広く分布

している天北地域においてその生育実態を調査

したので報告する。

um L.)は1950年代になって、北海道に帰化し 調査方法

たとされているキク科の多年草のであるが、北 1992年7月13日から16日にかけて天北地域の

海道においてその分布を拡大しつつある雑草で 道路の路肩及び牧草地の周辺部を中心にコウリ

あり、また、花が朱赤色をして目だつζ とから、 ンタンポポの有無を調査した。乙の時期は天北

北海道内における分布や適応を研究する対象と 地域におけるコウリンタンポポの開花から結実

して適していると考えられる。コウリンタンポ の時期にあたっており、コウリンタンポポを発

ポは一見ブタナに似ているが、花が朱赤色をし 見しやすい時期であった。牧場内のコウリンタン
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面の至ると乙ろにコウリンタンポポが生育してポポの生育実態については、宗谷岬肉牛牧場

いた。草地内で、は放牧草地の電気牧柵下にはコ(以下宗谷岬牧場)と豊富町大規模草地育成牧場

ウリンタンポポが多く見られたが、草地の内部(以下豊富町牧場〉においてくわしい調査を行っ

にはほとんど見られなかった。草地内部にコウた。宗谷岬牧場は最近開設された牧場(1984-

リンタンポポが見られたのはごくわずかで、そ90)であり、豊富町牧場は1966-71年にかけて

れも草地造成時の工事用道路であったと思われ開設された比較的古い牧場で、かつ以前に鈴木

ら5)が調査を行った牧場であるととから ζの二

コウリンタンポポ生育地の代表的植生表 1.
つの牧場を対象とした。牧場内の調査は50cmX 
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50cmのコドラートを使用し、被度、草丈、現存

量を調査した。

果結

コウリンタンポポの生育地

コウリンタンポポは、まず土壌条件の悪い植

被の少ない所に侵入するのが、草地周辺部に限

らず、路傍にも多く見られた。特に、音威子府

から中頓別にかけての国道 275号線天北峠付近

では最近道路の整備が行われ、路肩の張り芝の

中にオーチヤードグラスやアカクローパに混じ

ってコウリンタンポポが多く見られた。また、

道路のノリ面や排水路の周辺部など、工事に伴

い一度裸地化したと思われると乙ろにコウリン

ドライブイさら l乙、タンポポが侵入していた。
2、3121、028現存蛍(生草kg/圃2) 

ンの駐車場周辺部等の荒れ地にもブタナや牧草
Penfoundの被度階級(+:1%以下， 1 ・ :1-5~ ， 1:5-25X， 2:25-50X. 

3:50-15X， 4:75-100%)による。に混じってコウリンタンポポが見られた。

草地の周辺部では至るところにコウリンタン

草
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牧柵からの距離による草種構成の変化表 2.
ポポが見られたが、草地の内部までコウリンタ

あってンポポが侵入している例はまれであり、

も草地の一部分に限られ、草地の全面にわたっ
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て侵入している例は見られなかった。
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なお、浜頓別のべ、ニヤ原生花園児おいても、
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圏内の通路に数個体のコウリンタンポポが生育

+ + していた。
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表 1と同じ被度階級による。

牧場内におけるコウリンタンポポの生育実態

宗谷岬牧場では、牧場内道路の路肩及びノリ

2. 
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る砂利混じりの部分とか、最近工事を行ったと

見られる排水路の周辺部という特殊な場所に限

られていた。路肩及び電気牧柵下の代表的植生

を表 1t乙示すが、コウリンタンポポの他、ブタ

ナ、クマイザサ、ハノレガヤ、コウゾリナ等の雑

草が優占している。

豊富町牧場では、宗谷岬牧場同様牧場内道路

のノリ面や路肩、それに牧柵下にコウリンタン

ポポが多く見られた。路肩から草地内部に向か

つて植生がどのように変化するかを表2fL示し

たが、牧柵から 1mも草地内部に入ればコウリ

ンタンポポはほとんど見られなくなる。表2か

らは、ブタナとハルガヤがコウリンタンポポと

同様の変化を示す草種であることがわかる。

豊富町牧場では、牧場内に小さな沢が入り込

んでいるが、乙の周辺部は牛道の崩落などによ

り裸地化していると乙ろがある。乙のような場

所にはコウリンタンポポの優占した植生が見ら

れたが、全体的にはコウリンタンポポの生育し

ていると乙ろには同時にブタナも多く生育して

おり、ブタナのほうが優占度が高いように見受

けられた。

宗谷岬牧場と異なり、豊富町牧場では一部の

草地内部にまでコウリンタンポポが侵入してい

た。しかし、乙れは草地内に均一に分布するの

ではなく、草地内に直径数メートノレのパッチ状

に雑草の優占する部分があり、その中にコウリ

ンタンポポが散見された。雑草優占地の植生を

牧草優占地の植生と比較して表1右欄に示すが

ブタナが優占しておりコウリンタンポポの優占

度は牧草より低い。

豊富町牧場でコウリンタンポポとブタナが同

時に出現したコドラー卜について、地上部現存

量とコウリンタンポポ、ブタナの被度の関係を

見ると、図1のようになった。コウリンタンポ

ポは現存量が少ない所では比較的高い被度を示

すものの、現存量の多い所ではわずかな被度し

か示さない。乙れに対し、ブタナは現存量のい

かんにかかわらず、比較的高い被度を示した。

乙の乙とは、コウリンタンポポは裸地に近いと

乙ろでは優占するものの、植生の密なと乙ろで

は優占化しがたい乙とを示している。とのとと

は言い換えれば、地力の低いところでは優占す

るものの、地力の高い所では同じ雑草でもブタ

ナに負けるという乙とである。

3， .. • • 

被度階級 2~ .0...... . プタナ
• • • 

表i11…。. 。
コウリン夕日ポポ

'-' 1~ ∞。。 。 。。。 。。。 。
1， 000 2，000 3，000 
現存量(生草 g/m2)

図 1. 地上部現存量に対するコウリンタンポポ

とブタナの被度の関係

考察

宗谷岬牧場は、チシマザサの繁る丘陵地を草

地に造成したものであり、原植生としてはコウ

リンタンポポは存在しなかったと思われる。し

かし、草地造成が始まった1980年代にはすでに

天北地域一帯にコウリンタンポポは分布してお

旬、種子あるいは路肩やノリ面の張り芝として

他から持ち込まれたものが牧場内で繁殖したも

のと考えられる。コウリンタンポポは種子とほ

ふく茎によって繁殖し、その繁殖力はおう盛で

ある乙とがわかる。コウリンタンポポが生育し

ている地域では、草地造成や道路工事などによ

り裸地に近い状態が作り出されると、初期の侵

入植物としてコウリンタンポポが定着すると思
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われる。宗谷岬牧場の牧草地内で排水工事を行

った所にコウリンタンポポが入っていた例や、

豊富町牧場の沢の周辺部の崩壊地にコウリンタ

ンポポが多くみられた ζ とは、乙の乙とを裏付

けている。

しかしながら、両牧場とも草地の内部にまで

コウリンタンポポは侵入している例は少なく、

コウリンタンポポがエゾノギシギシのように草

地内の至ると乙ろに侵入するものではない。事

実、図 1，ζ示したように、現存量の多いと乙ろ
では、コウリンタンポポの被度は小さく、ブタ

ナや他の牧草に圧倒されている。豊富町牧場で

見られたような、草地内にパッチ状に侵入した

ものは、何らかの要因で草地が一時的に裸地化

し、その時にコウリンタンポポやブタナが侵入

したものと思われる口乙のように雑草化した部

分については、牧草が残っているかぎり、通常

の施肥管理で牧草化を図る乙とができるものと

思われる。

以上のように、通常の草地管理のもとではコ

ウリンタンポポは草地の強害雑草とはなりえな

いと考えられるが、その分布範囲は今後も広が

っていくものと思われる。
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